
Next is us
日体魂を受け継ぐ者
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スポーツの力、平和と命の尊さを​
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明
治
24（
1
8
9
1
）年
8
月
に
学
校
法
人
日
本
体
育
大
学
の
前
身

と
な
る
「
日
本
体
育
会
」
が
創
設
さ
れ
た
。
建
学
の
精
神
「
體
育
富

強
之
基
」
は
創
設
者
の
日
高
藤
吉
郎
に
よ
り
掲
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
日
高
が
友
人
の
勝
海
舟
に
「
體
育
者
富
強
之
基
」
の
揮
毫
を
依

頼
し
た
こ
と
か
ら
も
そ
の
思
い
の
強
さ
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
明
治

31（
1
8
9
8
）年
1
月
に
閑
院
宮
載
仁
親
王
殿
下
を
総
裁
に
推
戴
し
、

「
體
育
富
強
之
基
」
の
書
を
ご
宸
筆
さ
れ
、
こ
の
文
言
が
広
く
知
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
「
體
育
富
強
之
基
」
は
「
体
育
は
富
国
強
兵
の
基
本
で
あ
る
」
と
読

み
換
え
ら
れ
、
体
育
の
振
興
は
明
治
新
政
府
が
掲
げ
た
富
国
強
兵
策
の

推
進
に
繋
が
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
昭

和
24（
1
9
4
9
）年
、
日
本
体
育
大
学
体
育
学
部
設
置
に
際
し
、
国

際
平
和
の
実
現
に
寄
与
す
る
国
づ
く
り
を
念
頭

に
、
そ
の
精
神
は
、「
体
育
は
肉
体
を
よ
り
強
靱

に
富
ま
す
基
礎
で
あ
る
」
と
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
戦
後
の
復
興
と
平
和
へ
の
願
い
を
背
景
に
、

健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
の
営
み
と
し

て
、ス
ポ
ー
ツ
に
新
し
い
役
割
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
昭
和
か
ら
平
成
の
世
と
な
り
、
建
学
の
理
念
に
「
真
に
豊

か
で
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
は
、
心
身
と
も
に
健
康
で
、
体
育
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
・
発
展
を
積
極
的
に
推
進
す
る
人
材
の
育
成
が
不
可
欠

で
あ
る
」と
新
た
な
解
釈
が
加
え
ら
れ
、今
に
至
る
。
本
学
が
創
設
以
来
、

一
貫
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
全
て
の
人
々
の
願
い
で
あ
る
「
心
身

の
健
康
」
を
育
み
、
あ
わ
せ
て
世
界
レ
ベ
ル
の
優
秀
な
競
技
者
・
指
導

者
の
育
成
を
追
求
し
続
け
て
き
た
こ
と
が
そ
の
解
釈
の
根
底
に
あ
る
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
で
の
健
康
寿
命
の
延
伸
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
の
収
束
な
ど
の
重
い
課
題
を
前
に
し
て
、
今
あ
ら
た
め
て
「
命
」

「
健
康
」
の
尊
さ
を
痛
感
す
る
。
ま
さ
に
「
體
育
富
強
之
基
」
は
人
や

社
会
の
有
り
様
の
本
質
を
突
い
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
時
代
が
ど

の
よ
う
に
変
わ
ろ
う
と
も
、
日
体
大
の
建
学
の
精
神
は
普
遍
で
あ
る
。
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明
治
24（
1
8
9
1
）年
8
月
に
学
校
法
人
日
本
体
育
大
学
の
前
身

と
な
る
「
日
本
体
育
会
」
が
創
設
さ
れ
た
。
建
学
の
精
神
「
體
育
富

強
之
基
」
は
創
設
者
の
日
高
藤
吉
郎
に
よ
り
掲
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
日
高
が
友
人
の
勝
海
舟
に
「
體
育
者
富
強
之
基
」
の
揮
毫
を
依

頼
し
た
こ
と
か
ら
も
そ
の
思
い
の
強
さ
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
明
治

31（
1
8
9
8
）年
1
月
に
閑
院
宮
載
仁
親
王
殿
下
を
総
裁
に
推
戴
し
、

「
體
育
富
強
之
基
」
の
書
を
ご
宸
筆
さ
れ
、
こ
の
文
言
が
広
く
知
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
「
體
育
富
強
之
基
」
は
「
体
育
は
富
国
強
兵
の
基
本
で
あ
る
」
と
読

み
換
え
ら
れ
、
体
育
の
振
興
は
明
治
新
政
府
が
掲
げ
た
富
国
強
兵
策
の

推
進
に
繋
が
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
昭

和
24（
1
9
4
9
）年
、
日
本
体
育
大
学
体
育
学
部
設
置
に
際
し
、
国

際
平
和
の
実
現
に
寄
与
す
る
国
づ
く
り
を
念
頭

に
、
そ
の
精
神
は
、「
体
育
は
肉
体
を
よ
り
強
靱

に
富
ま
す
基
礎
で
あ
る
」
と
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
戦
後
の
復
興
と
平
和
へ
の
願
い
を
背
景
に
、

健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
の
営
み
と
し

て
、ス
ポ
ー
ツ
に
新
し
い
役
割
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
昭
和
か
ら
平
成
の
世
と
な
り
、
建
学
の
理
念
に
「
真
に
豊

か
で
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
は
、
心
身
と
も
に
健
康
で
、
体
育
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
・
発
展
を
積
極
的
に
推
進
す
る
人
材
の
育
成
が
不
可
欠

で
あ
る
」と
新
た
な
解
釈
が
加
え
ら
れ
、今
に
至
る
。
本
学
が
創
設
以
来
、

一
貫
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
全
て
の
人
々
の
願
い
で
あ
る
「
心
身

の
健
康
」
を
育
み
、
あ
わ
せ
て
世
界
レ
ベ
ル
の
優
秀
な
競
技
者
・
指
導

者
の
育
成
を
追
求
し
続
け
て
き
た
こ
と
が
そ
の
解
釈
の
根
底
に
あ
る
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
で
の
健
康
寿
命
の
延
伸
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
の
収
束
な
ど
の
重
い
課
題
を
前
に
し
て
、
今
あ
ら
た
め
て
「
命
」

「
健
康
」
の
尊
さ
を
痛
感
す
る
。
ま
さ
に
「
體
育
富
強
之
基
」
は
人
や

社
会
の
有
り
様
の
本
質
を
突
い
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
時
代
が
ど

の
よ
う
に
変
わ
ろ
う
と
も
、
日
体
大
の
建
学
の
精
神
は
普
遍
で
あ
る
。

誰一人取り残さない

▷持続可能な開発目標（SDGs）は、 地球上

の 「 誰 一 人 取り残さない（leave no one 

behind）」 ことを誓っている。 先進国、 発

展途上国を問わず、さらに企業や市民社会、

そして一人ひとりに至るまですべてに目標達

成に向けた行動を求めている。コロナ禍にお

いて、 その意味の重さをあらためて感じずに

はいられない。

▷2017年 度に開 設されたスポーツ文 化 学

部、 特別支援学校教諭免許状取得課程（体

育学部体育学科）が揃って完成年度を迎え

た。いずれも平和な社会を構築し、 誰もが健

康で豊かに暮らすことを目指す取り組みであ

る。 世界や地域社会に向けて、 誰一人残さ

ない共生社会を実現するための日体大の新た

な挑戦だ。

▷困難な状況にありながら、 学修や実習等に

励み成果を挙げてきた学生たち、これを支え

てきた教職員・関係者の努力に敬意を表した

い。 そして、 日体ファミリーを挙げて、 社会

課題の解決に挑み続けていくことを、 年初に

あたり誓う。
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教
員
を
強
く
志
望
す
る
学
生
が
多
い
本
学
で
は
、

体
育
学
部
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
学
部
・
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
部
［
高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状（
保
健
体

育
）、
中
学
校
教
諭
一
種
免
許
状（
保
健
体
育
）］、
体

育
学
部
健
康
学
科
［
養
護
教
諭
一
種
免
許
状
］、
児

童
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
部
［
小
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
、

幼
稚
園
教
諭
一
種
免
許
状
］
等
、
学
部
・
学
科
の
専

攻
に
合
わ
せ
た
教
育
職
員
免
許
状
が
取
得
で
き
る
課

程
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
2
0
1
7
年
度

入
学
者
よ
り
、
体
育
学
部
体
育
学
科
で
取
得
可
能
と

な
っ
た
の
が
特
別
支
援
学
校
教
諭
一
種
免
許
状（
知
的

障
害
者
・
肢
体
不
自
由
者
・
病
弱
者
）で
す
。

　

特
別
支
援
学
校
教
諭
に
な
る
に
は
、
中
学
・
高
等

学
校
等
教
諭
の
免
許
状
の
ほ
か
に
、
特
別
支
援
学
校

教
諭
の
免
許
状
を
取
得
す
る
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
中
学
・
高
等
学
校
の
免
許
状
と
特

別
支
援
学
校
教
諭
の
免
許
状
の
両
方
を
取
得
す
る
た

め
の
学
修
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
本
学
の
場
合
、
１

年
次
か
ら
特
別
支
援
学
校
教
諭
を
明
確
に
志
望
し
て

い
る
学
生
も
い
ま
す
が
、
漠
然
と
し
た
興
味
や
教
員

に
な
っ
て
か
ら
の
必
要
性
を
感
じ
て
履
修
す
る
学
生
も

一
定
数
い
ま
す
。
し
か
し
、
動
機
は
異
な
り
ま
す
が
、

４
年
生
ま
で
履
修
を
続
け
、
特
別
支
援
教
育
実
習
を

終
え
る
と
「
特
別
支
援
学
校
の
教
員
に
な
り
た
い
と

実
感
し
た
。
来
年
の
教
員
採
用
試
験
は
、
特
別
支
援

学
校
で
受
け
た
い
」
と
思
い
を
新
た
に
す
る
学
生
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

特
別
支
援
学
校
教
諭
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
教
育

職
員
免
許
状
取
得
の
学
修
に
あ
た
っ
て
は
、「
教
職
セ

ン
タ
ー
」
が
力
強
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

気
軽
に
相
談
に
訪
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

体
育
学
部
体
育
学
科
に
お
い
て
、

2
0
1
7
年
度
入
学
者
よ
り
、
特
別

支
援
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
の
取
得

が
可
能
と
な
る
教
育
体
制
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
完
成
年
度
に
あ
た
る
今

年
、
こ
の
課
程
を
履
修
し
採
用
試
験

に
合
格
し
た
学
生
が
教
育
現
場
・
特

別
支
援
学
校
の
教
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
し
ま

す
。
長
年
蓄
積
し
て
き
た
教
員
・
指

導
者
養
成
の
実
績
は
も
と
よ
り
、
日

本
体
育
大
学
附
属
高
等
支
援
学
校
に

お
け
る
教
育
実
習
な
ど
、
日
体
大
な
ら
で
は
の
特
色
を
活
か
し
た
教
育
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
へ
の
多
様
な
支
援
が
求
め
ら
れ
る
現
代
で
、
特
別

支
援
学
校
教
諭
へ
の
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。「
ス
ポ
ー
ツ
」「
身

体
」「
生
命
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
さ
ら
な
る
社
会
貢
献
に
向
け
、
意
欲

溢
れ
る
学
生
の
挑
戦
を
期
待
し
ま
す
。

すべての子どもたちにい のちとスポーツの喜びを
    ～特別支援学校教諭一種免許状取得に  向けた教育体制・学生たちの取り組み～

　特別支援教育実習 ・特別支援教育実習　希望校登録について 
・特別支援「教育職員免許状取得希望届」提出

1 

　特別支援教育実習 
　受入確認説明会【必須】 

・実習校からの受入可否確認 
・特別支援「教育実習に係る誓約書」の提出

３

12月 

10月 

4月 

2年 

4年 

①特支実習要件科目　②教育実習(保体)実習要件科目　③各説明会への参加 

　 特別支援教育実習 9月 

特別支援教育実習までの流れ  

　特別支援教育実習 
　　依頼説明会【必須】

　　登録説明会【必須】

 

・特別支援教育実習　依頼手続きについて 
・実習校決定までの流れ 

２

3年 

２月 

８月 

「教育実習履修要件」  
教育実習履修前年度までにクリアしていることが必要。 。

。

保体＋特支の要件を満たすことが必要となる
 

「教員免許取得要件科目」  
法令に基づく教員免許取得に必要な科目で、特別支援教育実習の履修要件科目とは別に定められている

 
免許取得要件には、科目の他に基礎免許状が必要となるため、教員免許状(保健体育)の取得（見込み）が
必要となる

・2週間

　特別支援教育実習 
　実施説明会【必須】

 ｢特別支援教育実習指導｣授業内 

・実習時必要書類の配布 
・実習費振込案内 
・教員免許状一括申請申し込み【希望者】 

４  

実習依頼期間（依頼説明会参加～8月末）

 

実習希望校登録期間（登録説明会参加～指定日） 

教育実習（保健体育）と合同

教育実習（保健体育）と合同

教育実習（保健体育）と合同

!

。
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Special Contents 

すべての子どもたちにい のちとスポーツの喜びを
    ～特別支援学校教諭一種免許状取得に  向けた教育体制・学生たちの取り組み～

日本体育大学附属高等支援学校（北海道網走市）
　日体大創立125周年を機に、北海道網走市からの誘致を受け、

2017年４月に開校しました。建学の精神のもと、障がい者スポーツ

教育の必要性の高まりを受け、学校法人日本体育大学が世に先駆けて

設置したものです。「スポーツ」「労作」「情操」の3つを教育の軸に、

網走市すべてを学びのフィールドとして、スポーツや諸活動を通した人

間性や社会性の涵養、生徒の豊かな心と自立を育む教育を展開してい

ます。さらに、特別支援教育実習の実習受入先として日体生の学び・

実践の場ともなっています。

※「知的障害児・者の心理・生理・病理」「病弱児・者の心理・生理・病理」「肢体不自由児・者の心理・生理・病理」を履修しようとするものは、その履修しようとする年度の前年度末までに、『特別支援教育総論』
『重複障害児・者等教育総論』『発達障害児・者等教育総論』の単位を修得しなければならない。

※「知的障害児・者教育論」を履修しようとするものは、その履修しようとする年度の前年度末までに、『知的障害児・者の心理・生理・病理』の単位を修得しなければならない。
※「病弱児・者教育論」を履修しようとするものは、その履修しようとする年度の前年度末までに、『病弱児・者の心理・生理・病理』の単位を修得しなければならない。
※「特別支援教育実習」を履修しようとする者は、「特別支援教育実習指導」を履修するとともに、次の要件を満たさなければならない。
	 (1)「教育実習」の履修要件を満たしていること。ただし、小学校、中学校、高等学校又は幼稚園の教諭の普通免許状を有する者は、この限りではない。
	 (2)「特別支援教育実習」を履修しようとする年度の前年度末までに、次に掲げる授業科目の単位を修得しているとともに、合わせて総修得単位数100単位以上を修得していること。
　　　 「特別支援教育総論」・「重複障害児・者等教育総論」・「発達障害児・者等教育総論」・「知的障害児・者の心理・生理・病理」・「病弱児・者の心理・生理・病理」
　　　 「肢体不自由児・者の心理・生理・病理」・「知的障害児・者教育論」・「肢体不自由児・者教育論」・「病弱児・者教育論」・「知的障害児・者のスポーツ指導」

特別支援教育実習  特別支援教育実習指導

  肢体不自由児・者のスポーツ指導
  視覚障害児・者教育総論
  聴覚障害児・者教育総論

肢体不自由児・者の心理・生理・病理

知的障害児・者教育論

知的障害児・者の心理・生理・病理

病弱児・者教育論

病弱児・者の心理・生理・病理

特別支援教育総論
重複障害児・者等教育総論
発達障害児・者等教育総論

肢体不自由児・者教育論
知的障害児・者のスポーツ指導

特別支援学校教諭一種免許状(知・肢・病)取得に係る科目
先修条件確認図 【体育学科】

※特別支援教育実習に4年次に

行く為には保健体育の教育実

習の履修要件かつ免許状取得

見込みであること。

合わせて100単位以上修得して

いること。

4年次

3年次

2年次

1年次

＊記事中では、わかりやすいさを優先し「障がい」「障害」の表記を使い分けています。
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◆
特
別
支
援
学
校
教
諭
と
は

　
「
特
別
支
援
学
校
は
、
視
覚
障
害
者
、
聴
覚
障
害
者
、
知
的
障

害
者
、肢
体
不
自
由
者
又
は
病
弱
者
に
対
し
て
、幼
稚
園
、小
学
校
、

中
学
校
又
は
高
等
学
校
に
準
ず
る
教
育
を
施
す
と
と
も
に
、
障
害

に
よ
る
学
習
上
又
は
生
活
上
の
困
難
を
克
服
し
自
立
を
図
る
た
め

に
必
要
な
知
識
技
能
を
授
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。」（
学
校
教

育
法
第
72
条
）と
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
小
・
中
、
高
等
学
校
と
同

様
の
教
育
を
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
障
害
に
よ
る
困
難
を
軽
減
し

克
服
す
る
力
を
培
う
教
育
を
行
う
教
育
課
程
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、「
自
立
活
動
」
と
い
う
特
別
の
指
導
が
行
わ
れ

ま
す
。
特
別
支
援
学
校（
特
別
支
援
学
級
も
同
様
）の
教
員
は
、
各

教
科
や
特
別
活
動
な
ど
の
指
導
に
加
え
て
「
自
立
活
動
」
の
指
導

を
行
い
ま
す
。
自
立
活
動
は
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
実
態
に
合
わ

せ
て
目
的
や
指
導
内
容
を
作
成
す
る
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
授
業
」

と
言
え
ま
す
。
教
員
に
は
、
障
害
特
性
や
発
達
に
つ
い
て
の
知
識

や
児
童
生
徒
を
深
く
理
解
す
る
洞
察
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

◆
現
状
と
社
会
的
ニ
ー
ズ

　

特
別
支
援
学
校
の
教
員
に
は
、
小
・
中
学
校
等
の
教
諭
免
許
状

（
基
礎
免
許
）に
加
え
特
別
支
援
学
校
教
諭
免
許
状
が
必
要
で
す

（
教
育
職
員
免
許
法
）。
し
か
し
、
特
別
支
援
学
校
教
諭
免
許
状

を
有
す
る
人
が
必
要
な
教
員
数
に
対
し
て
少
な
か
っ
た
状
況
が
続

い
た
た
め
、「
当
分
の
間
、
小
・
中
学
校
等
の
教
諭
免
許
状
を
有

す
る
人
は
、
特
別
支
援
学
校
の
教
諭
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と

い
う
特
例
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
実
際
に
、
特
別
支
援

学
校
に
勤
め
る
教
諭
の
約
１
/
4
が
「
特
別
支
援
学
校
教
諭
免

許
状
を
も
っ
て
い
な
い
」
状
況
が
、
こ
こ
20
年
ほ
ど
続
い
て
い
ま
し

た
。
平
成
19（
２
０
０
７
）年
に
「
特
殊
教
育
」
か
ら
「
特
別
支
援

教
育
」
へ
と
理
念
と
制
度
が
転
換
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
特
別
支
援
教
育
の

益
々
の
推
進
が
求
め
ら
れ
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
中
央
教
育
審

議
会
答
申（
２
０
１
６
）が
、
特
例
措
置
を
外
す
た
め
「
２
０
２
０

年
度
ま
で
に
特
別
支
援
学
校
教
諭
免
許
状
の
取
得
率
を
１
０
０
％

に
す
る
」
こ
と
と
し
ま
し
た
。
以
降
、
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
の
教

員
採
用
試
験
で
は
、「
特
別
支
援
学
校
教
諭
免
許
状
を
取
得
し
た

者
」
が
特
別
支
援
学
校
の
受
験
要
件
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
小
・

中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
や
通
級
指
導
教
室
が
増
加
し
続
け
る
中

で
、
小
・
中
学
校
等
の
教
員
採
用
試
験
に
お
い
て
も
特
別
支
援
学

校
教
諭
免
許
状
を
有
す
る
人
を
優
遇
す
る
自
治
体
も
増
え
て
き
て

い
ま
す
。

◆
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力

　

基
本
的
な
資
質
・
能
力
は
、
小
・
中
学
校
等
の
教
員
に
求
め
ら

れ
る
も
の
と
同
様
で
す
。
教
科
等
の
指
導
、
生
徒
理
解
、
生
徒
指

導
を
適
切
に
指
導
で
き
る
実
践
的
指
導
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
加

え
て
、
多
様
な
教
育
的
ニ
ー
ズ
の
あ
る
児
童
生
徒
に
必
要
な
支
援

長沼  俊夫 教授

体育学部体育学科
肢体不自由のある児童生徒の障害特性に配慮
した教科指導、特別支援教育における教育課
程の在り方などをテーマに研究に取り組む。日
本特殊教育学会、日本LD学会、障害科学学会、
日本肢体不自由教育研究会、日本アダプテッド
体育・スポーツ学会ほか所属。

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
困
難
を

理
解
す
る
た
め
の「
知
識
」を
学
ぶ
こ
と
は
、

教
師
に
な
る
た
め
の「
入
り
口
」

特
別
支
援
学
校
教
諭
と
は
？　

求
め
ら
れ
る
資
質
・
人
材
と
は
？　

さ
ら
に
、
日
体
大
の
教
育
体
制
や
指
導
に
か
け
る
思
い
な
ど
に
つ
い
て

長
沼
俊
夫
先
生
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

特別支援学校教 諭を知る、目指す

～特別支援学校教諭一種免許状取得に向けた教育体制・学生たちの取り組み～
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を
す
る
た
め
の
、
基
礎
的
な
知
識
が
必
要
で
す
。

・
特
別
支
援
教
育
全
般
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識

・
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
心
理
や
病
理
に
関
す
る
一
般
的
な
知
識

・
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
教
育
課
程
お
よ
び
指
導
法
に
関
す
る

理
解
と
実
践
的
指
導
力

な
ど
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

◆
特
別
支
援
学
校
教
諭
志
望
者
に
対
す
る
指
導

　

特
別
支
援
学
校
の
教
員
を
め
ざ
す
人
に
、
で
き
る
限
り
「
特
別

支
援
教
育
を
身
近
に
捉
え
ら
れ
る
」
よ
う
に
、
実
際
の
映
像
を
視

聴
し
た
り
、
現
場
で
の
ト
ピ
ッ
ク
な
ど
を
紹
介
し
た
り
、
疑
似
体

験
や
演
習
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
対
面
授
業
が
で
き
ず
疑
似
体
験
な
ど
が
で
き
な
い
の
が
残

念
で
す
。
特
別
支
援
学
校
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
見
学
の
機
会
を
情

報
提
供
し
て
、「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
を
体
験
し
て
も
ら
え
る

と
い
い
な
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

特
別
支
援
学
校
の
教
員
を
志
望
す
る
学
生
に
は
、
自
信
と
希
望

を
も
っ
て
「
先
生
に
な
り
た
い
。」
と
い
う
意
志
を
最
大
限
に
サ
ポ
ー

ト
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
教
員
採
用
試
験
の
対
策
に
も
支
援

と
指
導
を
し
ま
す
。
ま
た
、
特
別
支
援
学
校
教
諭
免
許
状
を
取
得

し
て
中
学
校
、
高
等
学
校
の
教
員
に
な
る
学
生
に
は
、
と
て
も
大

き
な
期
待
を
し
て
い
ま
す
。
中
学
校
、
高
等
学
校
で
特
別
支
援
教

育
の
「
マ
イ
ン
ド
」
を
発
揮
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
。
そ
れ
が
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
推
進
力
に
な
っ
て
も
ら
え
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。

◆
日
体
大
の
教
育
体
制
の
強
み

　

一
番
の
強
み
は
、
大
学
附
属
高
等
支
援
学
校
を
持
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
網
走
と
い
う
遠
隔
地
で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
本
体
育
大
学

の
ビ
ジ
ョ
ン
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ひ
と
つ
に
す
る
附
属
高
等
支
援
学
校

の
教
育
実
践
と
教
員
養
成
課
程
と
の
往
還
的
な
関
わ
り
を
深
め
て

い
く
こ
と
が
、
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
特
別
支
援
教
育
実
習
で
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
他
の
取
組
み
で
も
附
属
高
等
支
援
学
校

と
大
学
と
で
互
い
が
「w

in-w
in

」
と
な
る
連
携
・
協
働
が
で
き
る

こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

◆
理
想
の
教
師

像
、
学
生
に
対
す

る
期
待

　
「
特
別
支
援
教
育
は

教
育
の
原
点
で
あ
る
。」

な
ど
と
言
わ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
理

由
は
様
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
「
子
ど
も
一
人
一
人
を
大
切
に

す
る
」
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、「『
で
き
な
い
、わ
か
ら
な
い
』

を
子
ど
も
の
せ
い
に
し
な
い
。」
と
い
う
考
え
方
、
教
師
の
姿
勢
が

と
て
も
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
養
護
学
校
の
教
員
時
代
に
「
教

え
る
と
い
う
こ
と
」（
大
村
は
ま
）を
読
み
ま
し
た
。「
教
師
っ
て
す

ご
い
、
こ
ん
な
教
師
に
な
っ
て
み
た
い
。」
と
身
震
い
し
ま
し
た
。
そ

の
大
村
氏
の
文
章
で
「
優
劣
の
か
な
た
に
」
が
大
好
き
で
す
。
紙

面
の
都
合
上
ご
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、
w
e
b
検
索
を
ぜ
ひ
、
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。「
障
が
い
が
あ
る
か
ら（
で
き
な
く
て
も
）仕
方

が
無
い
よ
ね
。」
は
、
禁
句
で
す
。
す
べ
て
の
子
ど
も
が
、
持
て
る

力
、
可
能
性
を
最
大
限
度
ま
で
発
揮
す
る
こ
と
を
「
本
気
で
、
根

気
強
く
」
指
導
で
き
る
「
元
気
な
」
教
師
を
め
ざ
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
支
援
教
育
に
係
る
科
目
で
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
困
難
を

理
解
す
る
た
め
の
「
知
識
」
を
学
ぶ
こ
と
は
、
教
師
に
な
る
た
め
の

「
入
り
口
」
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
の
教
育
を
学
ぶ
こ
と
か
ら
、
家
庭
環
境
や
経
済
的
な
困

難
、
日
本
語
の
理
解
の
困
難
、
L
G
B
T
な
ど
の
生
き
づ
ら
さ
な

ど
を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
も
目
を
向
け
ら
れ
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
そ
の
先
に
「
教
え
る
と
い
う
こ
と
」
の
本
質
的
な
意
味

が
、
見
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
、
皆
さ
ん
に
対
す
る
期
待
・
希
望
で
す
。
日
体
大
で
学

び
特
別
支
援
学
校
の
先
生
に
な
っ
た
方
々
が
、「
元
気
で
、
本
気

で
、
根
気
強
く
」
学
校
現
場
で
活
躍
す
る
姿
を
空
想
し
て
い
ま
す
。

授
業
研
究
会
の
講
師
で
特
別
支
援
学
校
に
伺
っ
た
り
、
後
輩
の
教

育
実
習
で
巡
回
指
導
し
た
り
す
る
際
に
、
そ
う
し
た
「
現
実
の
姿
」

に
出
会
え
る
日
が
、
実
現
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

特別支援学校教 諭を知る、目指す
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Q１.特別支援学校教諭を目指した理由は？

　体育やスポーツ、空手道を通して、障がいのある子どもたちに、目標を達

成することや夢を追うことの素晴らしさを伝えたかったからです。目標を達成す

るごとに子どもたちの心の中に生まれるのは、「できた！」という感情です。こ

れは子どもたちが生活する中での原動力となり、スポーツや体育、空手道を

通して夢を持つことや自立に繋げることができると思いました。多くの職種の

中でも、障がいのある子どもたちに学習面や生活面など様々な角度から関わ

ることのできる特別支援学校教諭を選びました。重度重複障害の弟の影響が

大きかったと思います。

Ｑ２.特別支援学校教諭のための学習や活動で印象に残ったことや目標を実現

した今の心境を教えてください。

　私が一年生の時に日体大に初めて特別支援教育の教職課程ができました

が、一年目とは思えないほど先生方の指導が手厚く感動しました。初めはトレー

ナー志望だったため、軽い気持ちで始めましたが、先生方の授業のおかげ

で「特別支援学校教諭に絶対になる」という夢を持つことができ感謝の気持

ちでいっぱいです。それからは教員採用試験に向け勉強を本格的に取り組み

ました。コロナウイルスの影響で部活動の空手道ができなくなったこともあり、

気分転換することが難しかったですが、「努力しないで教員になったら、中身

スカスカの子どもに何も伝えることができない教員になるのではないか」と毎

日思って、勉強に励みました。特に二次試験の小論文や面接に関しては多く

の先生方にオンライン等で対策していただき、自信をもって試験に挑むことが

できたと思います。採用試験に受かり、やっとスタートラインに立つことがで

きて少し安心しています。

Q３.教育実習で学んだことや思い出を教えてください。

　特に印象に残ったことは、教材研究や準備などやった分だけ子どもたちは

応えてくれることです。特別支援学校の子どもたちは様々なことに興味を持ち、

何に対しても一生懸命に取り組みます。教員も努力を怠らず、向上心を持ち

続けることが子どもたちの自立に向けた最大のサポートになるということを教

育実習では学ばせていただきました。

Ｑ４.後輩へアドバイスやメッセージをお願いします。

　生徒一人ひとりの成長を一番近くで感じることができるのは特別支援学校教

諭ではないかと思っています。もし、今特別支援学校教諭になりたいと思って

いる方は、不安や悩みもたくさんあると思いますが、教壇に立った自分や話

を聞いて喜んでくれる生徒たちをイメージして、これからも部活動と両立しな

がら勉強を頑張ってください。

Ｑ５.今後の抱負をお聞かせください。

　私の目標は「幸せを感じる瞬間を作る教師」になり、特別支援学校に空手

道の授業を取り入れ、いつか空手道部を作ることです。また、障がい者スポー

ツ大会やパラリンピックについての学習や動画視聴などを積極的に行い、「今

度は自分が選手として、たくさんの人に夢を与えたい」という生徒を増やし、

自信を持って社会に出ていけるようなサポートを全力でしていきたいです。

戸谷  泉水（とや  いずみ） 

茨城県教員採用試験・特別支援学校  合格
体育学部体育学科４年／高崎商科大学附属
高等学校出身／特別支援教育実習先：茨城
県立鹿島特別支援学校／所属部活動：空手
道部

採
用
試
験
合
格
は
通
過
点
。

目
標
は
「
幸
せ
を
感
じ
る
瞬
間
を
作
る
教
師
」
に
な
る
こ
と
。

 教 員 採 用 試 験  合 格 者 が 語 る

      障がいを持つ子どもたちから   学んだこと、ともに実現したい夢       
   

～特別支援学校教諭一種免許状取得に向けた教育体制・学生たちの取り組み～

 nittaidai63 ● 7



Q１.高校教諭を目指した理由は？

　生涯スポーツの発展に貢献したいと考え高校教諭を志望しました。高校卒

業後は各個人が運動の習慣を心がけなければ機会がありません。高校時代に

一つでも「楽しい」「好きだ」と感じられるスポーツに出会えたら運動習慣を持っ

てもらうことができるのではないかと考えています。

Ｑ２.教職課程や特別支援学校教諭のための学習や活動で印象に残ったことや

目標を実現した今の心境を教えてください。

　都内の中学校で部活動指導員(野球部)をやらせていただいたときのことが

一番印象に残っています。生徒は野球が好きで意欲的でしたが、基礎練習に

なると手を抜いてしまう部員が多くいました。そこで基礎練習にゲーム性を取

り入れてやってみました。するとチームメイトと協力し、教え合いながら取り組

んでくれました。生徒の実態、心境を考え実施したことがうまくいって大変嬉

しかったです。

　今の心境としては採用していただき正直、少し安堵しています。来年度から

教壇に立たせていただくにあたっては、新人だろうが生徒にとっては一度きり

の授業であることを心に深く刻み、準備していきます。

Q３.日本体育大学附属高等支援学校の教育実習で学んだことや思い出を教え

てください。

　学んだことは「個に応じたきめ細かな指導」の難しさです。知識としては、

こだわりが強くどんなことにも時間がかかってしまう生徒、一方で何事も片付

け仕事で済ませてしまう生徒がいることは知っていました。しかし、いざ授業

をしてみると進捗具合に大きな差があり、時間配分、声掛けの仕方、課題の

課し方など工夫すべき点を多くご指導していただきました。「個に応じた指導」

により一人ひとりの特性を把握し、思いやりを持って粘り強く接することで少し

ずつ伸ばしたい力を身につけていってくれるのではないかと思いました。

　一番の思い出は日本体育大学附属高等支援学校の特色であるフィールド学

習で３年生と「オンネトー」に行ったことです。北海道の大自然を実際に見て、

聞いて、感じて学びとっている姿勢は障がいの有無に関係なく心に響いている

ように思いました。その心の響きを共に感じられてとても嬉しく思いました。

Ｑ４.後輩へアドバイスやメッセージをお願いします。

　「主体的・対話的で深い学び」「生徒目線」など採用試験対策をしていけ

ば学ぶキーワードは多くあります。字面ではなく、ボランティアなどで現場に出

て実際に意味を肌で感じ取ることで自身の考えが深まり、話す言葉に熱意が

宿ります。多くを学び、多くを感じ取りながら試験対策していくのがオススメで

す。頑張ってください。

Ｑ５.今後の抱負をお聞かせください。

　「日本一マッチョな教員になる」これが私の理想の教師像です。私自身が健

康であること。自分を磨き、生徒と共に高め合える関係性を築くこと。生涯スポー

ツの発展を自身で体現していること。以上の想いが込められた理想像です。

す
べ
て
の
人
に
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
社
会
を
目
指
し
て
。

志賀  元洋（しが  もとひろ）

愛知県教員採用試験・高校(保健体育） 合格
体育学部体育学科４年／愛知県立豊田西高
等学校出身／特別支援教育実習先：日本体
育大学附属高等支援学校／所属部活動：硬
式野球部

 教 員 採 用 試 験  合 格 者 が 語 る

      障がいを持つ子どもたちから   学んだこと、ともに実現したい夢       
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             さらなる飛躍の年を迎える スポーツ文化学部

◆
学
部
の
狙
い
や
背
景

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
今
日
、
我
が
国
の
ス

ポ
ー
ツ
に
係
わ
る
高
等
教
育
機
関
に
お
い
て
は
、ス
ポ
ー
ツ
を

中
核
に
捉
え
た
他
者
と
の
共
生
の
た
め
の
国
際
相
互
理
解
や

国
際
交
流
、
国
際
支
援
、
国
際
貢
献
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
も
各
大
学
が
特
徴
を
発
揮
し
た
教
育
・
研
究
を
展
開
す
る

こ
と
を
推
進
し
て
お
り
、
本
学
が
ス
ポ
ー
ツ
文
化
学
部
を
設

立
す
る
こ
と
は
、
時
代
の
要
請
に
応
え
た
必
然
の
流
れ
と
言

え
ま
す
。そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
社
会
の
要
請
に
応
え
る
た
め

に
、
そ
れ
ま
で
の
体
育
学
部
武
道
学
科
を
体
育
学
部
か
ら
切

り
離
し
て
改
組
し
、「
武
道
教
育
学
科
」
と「
ス
ポ
ー
ツ
国
際

学
科
」
の
2
学
科
か
ら
な
る
「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
学
部
」
が
新

設
さ
れ
、同
時
に
収
容
定
員
も
増
加
さ
れ
ま
し
た
。

◆
特
徴

　

ス
ポ
ー
ツ
文
化
学
部
で

は
、
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
育
成

し
、
日
本
の
文
化
を
正
し

く
伝
え
ら
れ
る
だ
け
の
知

識
、
技
術
を
持
っ
た
上
で
ス

ポ
ー
ツ
指
導
、
ス
ポ
ー
ツ
援

助
に
よ
る
国
際
交
流
を
行

え
る
人
材
の
養
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。「
武
道
教
育
学
科
」

で
は
我
が
国
固
有
の
身
体
運
動
文
化
で
あ
る
武
道
や
芸
道

に
関
す
る
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
国
内
外

に
お
い
て
正
し
く
武
道
や
芸
道
を
指
導
し
、
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
と
同
時
に
、
武
道
や
芸
道
に
お
け

る
技
術
指
導
の
み
な
ら
ず
、日
本
の「
道
」
の
精
神
を
国
内
外

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
知
識
と
技
術
を
習
得
さ
せ
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。「
ス
ポ
ー
ツ
国
際
学
科
」
で
は
諸
外

国
と
の
単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
交
流
だ
け
で
は
な
く
、
国
の
内
外

を
問
わ
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
基
盤
と
し
て
社
会
貢
献
を
果

た
せ
る
人
格
や
、
国
際
競
技
連
盟
や
ス
ポ
ー
ツ
関
連
企
業
で

活
躍
で
き
る
能
力
、
国
内
の
自
治
体
で
ス
ポ
ー
ツ
を
中
核
と

し
た
活
動
に
従
事
で
き
る
ス
キ
ル
な
ど
を
獲
得
し
、
さ
ま
ざ

「
ス
ポ
ー
ツ
は
、
世
界
共
通
の
人
類
の
文
化
で
あ
る
」。
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
前
文
が
示
す
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
が
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
幅
広
く
重
要
に
な
っ
て
お
り
、

日
体
大
が
存
在
を
示
す
機
会
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
時
代
の
期
待
に
応
え
る
た
め
設
置
さ
れ
た
の
が
「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
学
部
」
で
す
。「
世
界
か
ら
日
体
大
へ
」、

か
つ
「
日
体
大
か
ら
世
界
へ
」
と
志
を
掲
げ
、
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
、
そ
の
文
化
を
学
ぶ
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
常
に
世
界
を

視
野
に
入
れ
て
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。
期
待
が
膨
ら
む
「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
学
部
」
の
４
年
間
の
取
り
組
み
と
今
後
の
展
望
を
紹
介
し
ま
す
。

八木沢  誠 教授　

スポーツ文化学部長
専門は剣道（技術論・指導法・文化論など）。
日本体育学会・日本武道学会・スポーツ史学
会ほか所属。全日本学校剣道連盟常任理事、
関東学生剣道連盟常任幹事ほかを務める。

学
生
目
線
に
立
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
、世
界
の
期
待
に
応
え
た
い

F a c u l t y  o f  S p o r t  C u l t u r e 特集／スポーツ文化学部
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ま
な
場
面
で
問
題
の
解
決
が
図
れ
る
、
現
場
で
直
接
役
に
立

つ
実
践
的
能
力
を
養
え
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
を
実
現
し
て

い
ま
す
。

◆
４
年
間
の
実
績

　
「
武
道
教
育
学
科
」
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
の「
武
道
学

科
」
に
お
い
て
実
践
し
て
き
た
経
験
を
基
に
「
伝
統
文
化
交

流
実
習
」を
再
度
ハ
ワ
イ
に
て
行
え
た
こ
と
。特
に
現
地
の「
ワ

イ
パ
フ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
日
本
語
を
学
ぶ
高
校
生

た
ち
の
協
力
を
得
て「
実
演
会
」・「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
行

い
、よ
り
多
く
の
方
々
に
日
本
の
伝
統
文
化
に
触
れ
て
い
た
だ

き
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
と
本
学
の
知
名
度
を

よ
り
高
め
ら
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
国
際
学
科
」
に
お
い
て
は
、
学
科
の
中
心
的
な

授
業
（
実
習
）科
目
で
あ
る「
ス
ポ
ー
ツ
国
際
実
習
」
を
実
施

す
る
た
め
に
、
学
科
長
を
中
心
と
し
た
先
生
方
の
努
力
に
よ

り
タ
イ
・
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
、ネ
パ
ー
ル
・
カ
ト
マ
ン
ズ
大

学
、フ
ィ
リ
ピ
ン
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
と
い
っ
た
各
国
を
代
表
す

る
大
学
と
提
携
を
結
ん
だ
こ
と
は
当
学
部
の
み
な
ら
ず
大
学

と
し
て
も
大
き
な
実
績
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
そ
こ

で
行
っ
た
実
習
は
大
変
意
義
あ
る
貴
重
な
体
験
と
な
り
、
学

生
た
ち
の
大
き
な
財
産
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。ま
た
、
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
学
校
の
教
員
、
生
徒
達

に
も
本
学
の
知
名
度
を
高
め
ら
れ
た
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

体
操
指
導
を
通
し
て
日

本
と
い
う
国
、
ま
た
は
文

化
の
一
部
を
理
解
し
て
も

ら
え
た
こ
と
は
目
に
見
え

な
い
実
績
と
し
て
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

◆
現
状
の
課
題

　

学
部
の
目
標
を
実
践

す
る
た
め
に
は
、
海
外
の

方
々
と
よ
り
多
く
接
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
大
き
な
課

題
と
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
が
提

携
し
て
い
る
大
学
は
も
と
よ
り
、
今
後
は
学
部
と
し
て
海
外

の
大
学
と
提
携
し
、
学
部
独
自
の
交
流
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
国
際
学
科
の
学
生
達
に
は
「
ス
ポ
ー
ツ

国
際
実
習
」
の
履
修
要
件
と
し
て
、
T
O
E
I
C 

IP
テ
ス

ト
に
お
い
て
J
I
C
A
海
外
協
力
隊
員
派
遣
基
準
と
な
る

3
3
0
点
の
獲
得
を
課
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
向
け
て
、
英
語

を
苦
手
と
す
る
学
生
の
た
め
の
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教
育
も
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
学
部
の
雰
囲
気
・
進
路

　
「
武
道
教
育
学
科
」
の
学
生
に
つ
い
て
は
、
旧
武
道
学
科
の

頃
か
ら
の
雰
囲
気
が
大
き
く
変
わ
っ
た
印
象
は
あ
ま
り
受
け

ま
せ
ん
が
、
部
活
動
に
も
学
習
場
面
に
お
い
て
も
大
人
し
く
、

真
面
目
な
学
生
が
多
い
印
象
は
受
け
ま
す
。ま
た
、そ
れ
ぞ
れ

の
専
攻
に
お
い
て
日
本
を
代
表
す
る
多
く
の
選
手
達
が
在
籍

し
て
い
る
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
言
え
ま
す
。主
な
進
路

と
し
て
は
特
技
を
生
か
せ
る
職
業
、つ
ま
り
警
察
官
、刑
務
官

な
ど
の
公
務
員
に
就
職
が
決
ま
っ
て
い
る
学
生
が
多
い
よ
う

で
す
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
国
際
学
科
」
の
学
生
に
つ
い
て
は
全
く
の
新
し

い
学
科
で
す
か
ら
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
学
生
達
が
集
ま
っ

て
お
り
ま
す
。中
で
も
J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希
望
す
る

学
生
や
海
外
留
学
を
希
望
す
る
学
生
が
多
く
、
海
外
に
対
し

て
意
識
の
高
い
学
生
た
ち
が
多
く
学
ん
で
い
る
印
象
を
受
け

ま
す
。

◆
在
学
生
に
望
む
こ
と

　

今
年
度
は
誰
し
も
が
こ
ん
な
状
況
に
な
る
と
は
予
測
す
る

こ
と
が
困
難
な
特
別
な
一
年
で
し
た
。こ
の
こ
と
は
私
た
ち
日

本
に
住
む
者
ば
か
り
で
は
な
く
、
全
世
界
の
人
々
が
同
じ
よ

う
に
悩
み
、
苦
し
ん
だ
一
年
で
し
た
。し
か
し
、
人
類
の
歴
史

を
遡
っ
て
み
る
と
、我
々
人
類
は
こ
れ
ま
で
感
染
症
と
の
闘
い

の
歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。こ
の
状
況
は
い
ず
れ
時
間
が
経
て
ば

収
束
す
る
こ
と
は
明
白
で
す
が
、
今
、こ
の
時
は
元
に
巻
き
戻

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。目
標
を
見
失
う
こ
と
な
く
、
所
期
の

目
的
・
目
標
に
向
か
っ
て
一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

◆
入
学
希
望
者
に
望
む
こ
と

　

様
々
な
入
試
区
分
が
あ
り
ま
す
が
、「
志
望
理
由
書
」
や

「
面
接
」
で
は
大
学
卒
業
後
の
職
業
と
し
て
「
教
員
」
を
目

指
し
て
い
る
人
が
最
も
多
く
、
次
い
で
公
務
員
、一
般
企
業
と

続
き
ま
す
。ま
た
、
J
I
C
A
海
外
協
力
隊
、
海
外
留
学
な

ど
を
経
て
自
分
自
身
の
可
能
性
を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
る

人
も
少
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、
い
ず
れ
の
道
に
進
む

に
し
て
も
勉
強
す
る
こ
と
が
嫌
い
で
は
そ
の
可
能
性
は
広
が

り
ま
せ
ん
。学
部
・
学
科
の
特
性
を
良
く
理
解
し
、大
学
卒
業

後
の
夢
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
部
活
動
に
学
修
に
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
我
々
教
員
も
努

力
を
惜
し
み
ま
せ
ん
。

◆
今
後
の
抱
負

　

今
年
度
で
完
成
年
度
を

迎
え
、
い
よ
い
よ
一
期
生
と

な
る
卒
業
生
を
送
り
出
す

訳
で
す
が
、
ま
だ
道
半
ば
で

す
。自
己
点
検
評
価
に
伴
う

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
、

特
に
国
際
関
係
に
関
す
る

授
業
の
強
化
、
充
実
を
図
る
こ
と
が
急
務
と
考
え
て
お
り
ま

す
。そ
の
意
味
か
ら
す
る
と
本
年
度
は
非
対
面
授
業
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
訳
で
す
が
、
逆
に
考
え
る
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の

可
能
性
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
終
息
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
が
、

こ
の
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
こ
と
が
我
々
に
課
さ
れ
た

使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。今
後
も
学
生
目
線
に
立
っ
て
、
新
た

な
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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日体大の強み、武道の精神を活かしつつ、
グローバルな視点で思考できる国際人を育てる

～武道教育学科の取り組み～

Q
１
．
こ
れ
ま
で
の
「
実
績
」
や
、特
に
「
注
力
さ
れ
た
こ
と
」

を
紹
介
く
だ
さ
い

　

武
道
教
育
学
科
の
特
徴

と
し
て
3
つ
の
柱
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
一
つ
目
は
「
武
芸

理
論
」
の
習
得
、
二
つ
目
は

「
海
外
交
流
の
実
践
」、
三

つ
め
は
「
問
題
解
決
力
の

育
成
」
で
す
。

　
「
武
芸
理
論
」
に
つ
い
て

は
武
芸
に
関
連
す
る
教
育

論
や
技
術
論
、
精
神
論
、

礼
法
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
で

日
本
伝
統
の
考
え
方
を
体
系
的
に
理
解
し
て
い
き
ま
す
。「
海

外
交
流
の
実
践
」
に
つ
い
て
は
、
本
学
科
一
番
の
特
徴
と
も
い

え
る
基
幹
科
目
の
伝
統
文
化
交
流
実
習
に
よ
り
実
際
に
海
外
へ

出
向
き
、
幅
広
い
知
識
や
柔
軟
な
考
え
方
、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
問
題
解
決

力
の
育
成
」
に
つ
い
て
は
、
実
践
→
振
り
返
り
→
修
正
→
実
践

を
基
礎
科
目
や
専
門
科
目
で
繰
り
返
し
行
う
こ
と
で
4
年
間

を
通
じ
、
自
身
で
考
え
、
解
決
す
る
力
を
養
い
ま
す
。
こ
の
結

果
、
昨
年
度
の
卒
業
生（
武
道
学
科
）の
進
路
状
況
は
就
職
率

9
7.
6
％
と
高
い
水
準
で
あ
り
、
今
年
度
の
武
道
教
育
学
科

初
の
卒
業
生
に
お
い
て
も
更
な
る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
２
．
い
ま
、
学
科
の
「
課
題
」
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
な
ん

で
し
ょ
う
？

　

ま
ず
武
道
を
通
じ
て
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
機
会
を
積
極
的
に
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
海
外

で
の
交
流
実
習
以
外
に
も
日
本
に
い
る
外
国
人
と
武
道
を
通
じ

て
交
流
す
る
場
や
武
道
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
場
を
用
意
し
、

学
生
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
や
様
々
な
価
値

観
を
磨
い
て
い
け
れ
ば
、
今
後
の
人
生
に
必
ず
つ
な
が
り
ま
す
。

次
に
、
就
職
率
を
高
水
準
に
保
つ
こ
と
で
す
。
特
に
教
員
や
警

察
官
な
ど
の
公
務
員
へ
の
希
望
者
が
多
い
た
め
、
積
極
的
な
講

座
の
開
設
や
学
生
の
参
加
を
促
し
て
い
き
た
い
で
す
。
も
ち
ろ

ん
一
般
企
業
に
お
い
て
も
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
ス
ポ
ー
ツ
選
手

向
け
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
な
ど
、
機
会
を
定
期
的
に
設
け
就
職

先
の
選
択
肢
を
広
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
３
．
在
学
生
に
対
す
る
評
価
や
期
待
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
　

学
習
に
お
い
て
は
武
道
科
教
育
法
や
稽
古
論
、
礼
法
な
ど

を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
武
道
を
通
じ
て
社
会
に
お
け
る
原
理
原
則

を
把
握
し
、
実
際
に
生
か
せ
る
基
礎
的
な
力
を
身
に
つ
け
て
い

ま
す
。
そ
の
成
果
は
ク
ラ
ブ
活
動
に
も
生
か
さ
れ
て
お
り
、
多

く
の
大
会
で
優
秀
な
成
績
や
大
舞
台
で
の
成
功
を
こ
の
4
年
間

で
収
め
て
き
ま
し
た
。

　
「
将
来
こ
の
仕
事
に
つ
き
た
い
」、「
私
は
こ
う
な
り
た
い
」、「
試

合
で
勝
ち
た
い
」
と
い
う
意
欲
を
持
つ
こ
と
は
と
て
も
大
事
で

す
。
し
か
し
重
要
な
の
は
、
そ
う
な
り
た
い
た
め
に
「
準
備
」

す
る
意
欲
で
す
。
理
想
の
自
分
、
夢
、
目
標
に
向
け
て
悔
い
の

な
い
一
日
一
日
を
過
ご
し
て
頂
き
、
卒
業
後
も
日
体
大
ス
ポ
ー

ツ
文
化
学
部
武
道
教
育
学
科
の
卒
業
生
と
い
う
こ
と
に
誇
り
を

持
っ
て
生
き
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

Ｑ
４
．
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
の
中
に
あ
っ
て
も
、

多
種
多
様
に
変
化
す
る
現
状
に
対
応
し
、
適
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
」
と
申
し
ま
す
。
現

状
を
し
っ
か
り
見
て
、
今
何
を
す
べ
き
か
考
え
る
こ
と
で
進
化

の
機
会
と
す
る
こ
と
が
理
想
で
す
。
今
後
は
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー

ル
を
活
用
し
、本
学
科
の
柱
の
一
つ
で
あ
る「
海
外
交
流
の
実
践
」

を
一
層
強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
海
外
へ
の
渡

航
が
回
復
し
た
際
は
、
今

ま
で
以
上
に
武
道
を
通
じ

た
交
流
を
行
い
、
武
道
の

精
神
を
持
ち
つ
つ
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
で
の
思
考
が

で
き
る
国
際
人
を
育
て
て

い
く
こ
と
が
使
命
で
あ
り

抱
負
で
す
。

齋藤  一雄 教授　

スポーツ文化学部  武道教育学科長
専門は相撲（技術論・指導法・身体組成など）。日本体育
大学相撲部監督。令和二年アマチュア横綱、学生横綱など
をはじめ、優秀な選手を多数輩出している。

F a c u l t y  o f  S p o r t  C u l t u r e 特集／スポーツ文化学部
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学生の国際舞台への第一歩を力強く支援するため、
確固たる基盤を固めてきた４年間

～スポーツ国際学科の取り組み～

Q
１
．
こ
れ
ま
で
の
「
実
績
」
や
、特
に
「
注
力
さ
れ
た
こ
と
」

を
紹
介
く
だ
さ
い

　

今
年
度
入
学
し
た
学
生
さ
ん
に
、
本
学
科
を
選
ん
だ
決
め
手

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、『
ス
ポ
ー
ツ
国
際
実
習
が
面
白
そ
う
だ
か

ら
』
と
い
う
回
答
が
最
も
多
く
、実
習
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
ま
す
。本
学
科
で
は
、
３
年
次
に
タ
イ
、
ネ
パ
ー
ル
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
か
ら
1
カ
国
を
選
択
し
、現
地
の
学
校
で
、実
際
に
児
童
・

生
徒
達
に
、体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
を
指
導
す
る
と
い
う
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。

　

実
習
受
け
入
れ
調
整
機
関
は
、本
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締

結
し
て
い
る
、
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学（
バ
ン
コ
ク
）、
カ
ト
マ
ン
ズ

大
学（
ド
ゥ
リ
ケ
ル
）、
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
デ
リ
マ
ン
校（
マ
ニ
ラ
）

と
、
い
ず
れ
も
名
門
大
学
で
す
。本
学
科
で
の
実
践
活
動
を
国

際
社
会
へ
出
る
た
め
の
準
備

期
間
と
位
置
づ
け
る
の
で
あ

る
な
ら
ば
、
こ
の
海
外
で
の

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
指
導
体
験

は
、
学
生
さ
ん
に
と
っ
て
将

来
に
向
け
て
の
第
一
歩
と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。こ
の
4

年
間
は
、
そ
の
た
め
の
確
固

た
る
礎
を
築
く
こ
と
に
邁
進

し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
学
部
所
属
の
先

生
方
は
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
活
動
・
指
導
活
動
の
一
環
と
し
て
海

外
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
豊
富
に
持
っ
て
お
り
、
折
に
触
れ
て
異

文
化
に
対
す
る
見
方
や
考
え
方
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
た
い
と

一
丸
と
な
っ
て
熱
意
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

Ｑ
２
．
い
ま
、
学
科
の
「
課
題
」
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
な
ん

で
し
ょ
う
？

　
「
ス
ポ
ー
ツ
開
発
×
ス
ポ
ー
ツ
が
持
つ
力
×
皆
さ
ん
の
将
来
の

夢
」
―　

私
た
ち
は
、ど
れ
だ
け
近
づ
く
こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ

う
か
。こ
れ
が
、こ
れ
ま
で
の
課
題
で
あ
り
、こ
れ
か
ら
の
課
題
で

も
あ
り
ま
す
。4
年
間
と
い
う
限
ら
れ
た
期
間
の
中
で
、
で
き
る

こ
と
は
、
ご
く
限
ら
れ
て
い
ま
す
。漠
然
と
は
し
て
い
ま
す
が
、

今
、
目
の
前
に
あ
る
「
や
る
べ
き
こ
と
」「
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
」
を
見
極
め
、一
つ
一
つ
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
、
結
果
、
夢

の
実
現
に
繫
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ
３
．
在
学
生
に
対
す
る
評
価
や
期
待
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
　

入
学
時
に
語
学
（
英
語
）に
自
信
の
な
か
っ
た
学
生
さ
ん
を
含

め
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
在
学
中
に
J
I
C
A
海
外
協
力
隊
の

応
募
資
格
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。語
学
が
得
意
で

は
な
い
人
は
、〝 

で
き
な
い 

〟
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
ス
ポ
ー

ツ
に
専
念
し
て
き
た
た
め
〝 

や
ら
な
か
っ
た 

〟
だ
け
だ
と
い
う

こ
と
を
結
果
で
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
、
学
生
さ
ん

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ

ル
は
、
他
大
学
の
学
生
さ
ん
に

比
べ
と
て
も
高
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

海
外
で
の
活
動
は
、動
け
ば

動
く
ほ
ど
、社
会
的
に
も
健
康

的
に
も
危
険
の
リ
ス
ク
は
高

ま
り
ま
す
。し
か
し
、
行
動
を

起
こ
さ
な
け
れ
ば
、
そ
こ
か
ら

先
に
は
進
め
ま
せ
ん
。命
あ
っ

て
の
活
動
で
あ
る
こ
と
を
常

に
心
が
け
、
何
事
に
も
積
極
的

に
挑
戦
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
4
．
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、国
際
関
係
の
学
部
・
学
科

を
設
置
し
て
い
る
大
学
に
、
多
く
の
難
題
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。し
か
し
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
ツ
ー

ル
と
し
、
国
境
を
越
え
、
互
い
に
支
え
あ
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
国
際
学
科
は
、こ
れ
か
ら
も
、
海
外
と
の
繫
が
り
を

大
切
に
し
つ
つ
、
国
内
に
い
て
も
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
な
が
ら

国
際
社
会
に
通
用
す
る
若
者
を
鍛
え
上
げ
る
場
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

金田  英子 教授　

スポーツ文化学部  スポーツ国際学科長
専門は、国際保健学（国際学校保健）。青年海外協力隊（ネ
パール・体育）やJICA短期専門家（タイ・学校保健）などを
経験。隊員時代に、ネパール教育功労賞受賞。

さらなる飛躍の年を迎えるスポーツ文化学部Special Contents 
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チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
、後
悔
し
な
い
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
い
き
た
い
。

大
学
４
年
生
の
と
き
、
就
職
内
定
を
辞
退
し
て
ド
イ
ツ
へ
の
サ
ッ
カ
ー
留
学
を
決
意
。

帰
国
後
、
留
学
で
培
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
活
か
し
、
時
代
を
リ
ー
ド
す
る
企
業
で
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
る
。

秋山　健 氏

海外体験をキャリアに 活かす 〜ＯＢ・ＯＧメッセージ 〜

OB
ドイツへのサッカー留学を経て、

楽天株式会社勤務

● ● ●

秋山  健（あきやま・
けん）／体育学部体
育学科、2017年卒。
麻布大学附属渕野
辺高等学校（現：麻
布大学附属高等学
校）出身。ドイツ・
デュッセルドルフへ
サッカー留学（2017
年4月 ～2020年 ２

月）。大学時代はサッカー部の活動に没頭。学校が
終われば、ジムに行ったり、アルバイトや遊びに行っ
たりと普通の学生だったとか。現在の趣味は朝のラ
ンニング。

今
や
る
べ
き
こ
と
を
考
え
、

就
職
で
は
な
く
留
学
を
選
ぶ

　

大
学
時
代
は
サ
ッ
カ
ー
部
の
活
動
に
没
頭
し
て

い
ま
し
た
。
留
学
を
決
め
た
の
は
大
学
4
年
の
夏

で
す
。
実
は
就
職
先
が
決
ま
っ
て
い
た
の
で
す
が

留
学
を
理
由
に
辞
退
し
ま
し
た
。
就
職
を
選
ば
ず

に
留
学
を
選
ん
だ
理
由
は
、
ま
だ
サ
ッ
カ
ー
で
夢

を
追
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
と
、「
今
す
る
べ
き
こ

と
」
を
最
優
先
に
考
え
た
結
果
で
す
。
実
際
、
ド

イ
ツ
で
は
就
職
し
て
か
ら
で
は
で
き
な
い
刺
激
的

な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
番
の
思

い
出
は
、
目
標
の
た
め
に
で
き
る
と
思
っ
た
こ
と
は

何
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
こ
と
で
す
。
時
間
は
有
限

で
何
の
た
め
に
留
学
し
て
い
る
の
か
を
考
え
た
ら
、

行
動
を
躊
躇
す
る
理
由
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
結
果
、
後
悔
な
く
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
、

留
学
前
は
T
O
E
I
C
3
0
0
点
ほ
ど
だ
っ
た
英

語
力
も
8
2
5
点
ま
で
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
留
学
中
に
現
地
の
小
学
生
が
使
う
教
科
書
で

基
礎
を
学
び
、
帰
国
後
も
2
ヶ
月
間
英
語
だ
け
を

勉
強
し
た
こ
と
で
、
就
職
に
も
有
利
と
な
る
英
語

力
を
身
に
つ
け
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

留
学
で
学
ん
だ
の
は
、「
相
手
に
き
ち
ん
と
伝

え
る
こ
と
」
で
す
。
日
本
に
は
「
察
す
る
」
文
化

が
あ
り
、「
曖
昧
さ
」
が
美
徳
だ
っ
た
り
し
ま
す
。

し
か
し
、
特
に
海
外
で
は
み
ん
な
が
理
解
し
て
く

れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
言
葉
に
し
て
伝
え

る
こ
と
で
相
互
の
理
解
も
深
ま
り
ま
す
し
、
誤
解

も
減
り
ま
す
。
海
外
で
生
活
す
る
中
で
、
意
見
は

「
人
格
」
に
対
し
て
で
は
な
く
、「
事
柄
」
に
対

し
て
の
表
現
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
例
え
口
論
の
よ
う
に
な
っ
て
も
、
友
好
関

係
が
崩
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
学
び
の

お
か
げ
で
、
言
葉
は
選
び
ま
す
が
、
今
は
思
っ
た

こ
と
を
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な

社
風
に

魅
力
を
感
じ
て

　

帰
国
後
、
楽
天
株
式

会
社
に
昨
年
10
月
に
入

社
し
、
研
修
で
楽
天
や
ビ
ジ
ネ
ス
、
I
T
の
こ
と

な
ど
、
幅
広
い
分
野
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
仕
事
は
幅
広
い
業
界
の
経
験
を
積
め
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
社
風
で
あ
る
こ

と
を
理
由
に
選
択
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
帰
国
と
な
り
、
就
職
活
動
の
時

も
、
リ
モ
ー
ト
面
接
ば
か
り
で
し
た
。
た
だ
、
時

間
と
お
金
の
節
約
に
も
な
り
、
家
だ
か
ら
で
き
る

面
接
の
工
夫
も
で
き
て
よ
か
っ
た
と
前
向
き
に
捉

え
ま
し
た
。
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
や
る
と
い
う

姿
勢
は
一
貫
し
て
お
り
、
私
の
キ
ャ
リ
ア
観
に
変
化

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
一
社
会
人
と
し
て
、
会

社
や
社
会
に
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
る

人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
仕
事
人
間
に
な
り

た
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
社
会
人
と
し
て
そ

う
あ
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
個
人
と
し
て
は
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
充
実
さ
せ
ま
す
。
メ
リ
ハ
リ
が

大
事
で
す
。
仕
事
は
日
々
の
生
活
を
豊
か
に
す
る

存
在
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
海
外
生
活
を

満
足
し
た
形
で
終
え
た
よ
う
に
、
リ
タ
イ
ア
し
た

と
き
に
や
り
切
っ
た
と
思
え
る
キ
ャ
リ
ア
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
後
輩
へ
の
エ
ー
ル
）

社
会
人
に
な
っ
た
ら
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
考

え
て
、
学
生
の
う
ち
に
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。
大
学

生
は
社
会
的
に
身
分
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
時
間
も

自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て
自
由
に
調
整
が
で
き
ま

す
。
将
来
の
た
め
に
今
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
！
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限
界
を
定
め
ず
に
多
方
面
の
分
野
に
挑
戦
し
、レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
。

中
学
校
教
諭
を
５
年
間
務
め
た
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
海
外
生
活
に
ゼ
ロ
か
ら
の
状
態
で
挑
戦
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
る
と
経
験
が
次
々
に
増
え
て
い
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
く
る
と
話
す
。

海
外
で
暮
ら
す
こ
と
が

ど
れ
ほ
ど
大
変
か

経
験
し
た
か
っ
た

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー（
以

下
W
H
）は
、
政
府
の
定
め
る
農
林
水
産
業
を
一

定
期
間
行
う
こ
と
で
、
ビ
ザ
の
延
長
が
最
大
2
年

可
能
で
す
。
私
は
１
・
2
年
目
は
フ
ァ
ー
ム
で
レ

タ
ス
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
等
の
野
菜
の
収
穫
や
、
ベ

リ
ー
や
マ
ン
ゴ
ー
の
収
穫
・
梱
包
等
を
し
、
ビ
ザ

を
延
長
し
て
3
年
目
の
今
に
至
り
ま
す
。
現
地

で
は
、
同
じ
W
H
で
来
て
い
る
各
国
の
人
々
と
共

に
働
き
、
郷
土
料
理
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
た
り
、

C
l
u
b
や
p
u
b
に
行
っ
た
り
、
旅
を
し
た
り

と
、
お
互
い
に
母
国
語
で
は
な
い
英
語
を
使
い
な

が
ら
友
達
を
作
り
楽
し
く
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

海
外
で
の
生
活
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は

家
族
旅
行
で
し
た
。。
旅
行
と
は
ま
た
違
う
、
そ

の
土
地
で
働
き
・
学
び
・
暮
ら
す
こ
と
が
ど
れ

だ
け
大
変
な
の
か
挑
戦
し
て
み
た
か
っ
た
ん
で
す
。

大
学
時
代
も
同
じ
で
し
た
。
女
子
軟
式
野
球
部
に

所
属
し
、
素
振
り
や
テ
ィ
ー
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
ノ
ッ

ク
な
ど
、
後
悔
し
な
い
よ
う
と
に
か
く
や
り
き
る

こ
と
に
全
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
い
こ
と
に
は

結
果
は
わ
か
ら
な
い

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
る
と
、
経
験
が
次
々
増
え
、

様
々
な
チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
人

と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
も
実
感
し
て
い
ま
す
。
母

国
で
は
な
い
分
、
未
知
の
こ
と
が
山
の
よ
う
に
出

て
き
ま
す
。
当
た
り
前
で
す
が
す
べ
て
英
語
で
す
。

携
帯
や
銀
行
の
口
座
開
設
、
ビ
ザ
の
申
請
、
家
探

し
や
日
々
の
仕
事
か
ら
生
活
全
般
ま
で
、
き
っ
と

一
人
だ
っ
た
ら
頭
を
抱
え
て
い
る
時
間
の
方
が
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
か
ら
来
て
い
る
先

輩
W
H
の
方
に
情
報
を
も
ら
っ
た
り
、
世
界
各
国

の
友
達
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
価
値
観
に
助
け
ら
れ
て

今
で
は
何
の
不
安
も
な
く
楽
し
ん
で
生
活
し
て
い

ま
す
。

　

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
よ
っ
て
レ
ス
ト
ラ
ン
等
が
ク

ロ
ー
ズ
し
、
職
を
失
い
帰
国
し
た
友
達
も
い
ま
し

た
。
私
は
、コ
ロ
ナ
の
ピ
ー
ク
時
に
フ
ァ
ー
ム
を
や
っ

て
お
り
、
特
に
大
き
な
影
響
は
受
け
ず
仕
事
が
で

き
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
家
族
と
離
れ
て
暮
ら
し

て
い
る
た
め
、
心
細
く
思
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま

し
た
し
、
い
つ
ど
こ
で
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

か
ら
こ
そ
、
大
切
な
想
い
は
し
っ
か
り
伝
え
よ
う

と
、
今
も
頻
繁
に
連
絡
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
新
た
な
ス
キ
ル
の
習
得
を
目
指
し
、
ネ

イ
ル
サ
ロ
ン
で
働
き
学
ん
で
い
ま
す
。
自
分
に
ス
キ

ル
が
あ
れ
ば
、
ど
の
国
や
土
地
に
行
っ
て
も
仕
事

に
困
ら
ず
生
活
で
き
る
と
思
い
、
ゼ
ロ
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
す
が
挑
戦
中
で
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

な
い
こ
と
に
は
向
き
も
不
向
き
も
わ
か
ら
な
い
の

で
、
自
分
で
限
界
を
定
め
ず
に
多
方
面
の
分
野
に

挑
戦
す
る
こ
と
で
自
身
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
‼

　

こ
れ
が
今
の
私
の
抱
負
で
す
。
そ
し
て
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
主
要
ス
ポ
ッ
ト
を
制
覇
し
た
い
で
す
。

（
後
輩
へ
の
エ
ー
ル
）

『
人
生
は
１
度
き
り
！
死
ぬ
前
に
、
後
悔
し
な
い
為

に
も
や
り
た
い
こ
と
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
』
が
大
学

時
代
か
ら
今
も
変
わ
ら
ず
私
の
モ
ッ
ト
ー
。
興
味
の

あ
る
こ
と
・
や
り
た
い
こ
と
は
、
ど
ん
な
小
さ
な
こ

と
で
も
躊
躇
せ
ず
ト
ラ
イ
し
て
み
て
下
さ
い
。
大
き

な
出
会
い
が
待
っ
て
る
か
も
！

浦谷  汐音 氏

海外体験をキャリアに 活かす 〜ＯＢ・ＯＧメッセージ 〜

OG
中学校教諭を経て、ワーキングホリデーで

オーストラリア滞在中

● ● ●

浦谷  汐音（うらたに・しお
ね）／体育学部体育学科、
2012年卒。神奈川県立多
摩高等学校出身。ワーキ
ングホリデーにてオースト
ラリア に2017年10月 から
2021年7月まで滞在予定。
滞在中の事件（？）は、 運
転中に170ｃｍ大のカンガ
ルーが車に突っ込んできた
こと。自身で現地の保険会
社や修理会社と英語で交
渉したことも思い出とか。
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ソ フ ト ボ ー ル 男 子

エースとして大学選手権を3連覇
世界選手権でも過去最高の準優勝に貢献
卒業後は日本リーグでの活躍を誓う

小山 玲央

怪
我
や
悔
し
い
経
験
、

そ
の
全
て
を
バ
ネ
に
し
て
、

世
界
の
ト
ッ
プ
が
見
え
て
き
た

日体魂の聖火リレー
～ 日 体 魂 を 受 け 継 ぐ 者 ～

15

Nex t  i s  u s

―
―
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
盛
ん
な
環
境
で
育
つ

　
小
学
校
1
年
生
の
時
に
同
級
生
か
ら
「
一
緒
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

を
や
ら
な
い
か
？
」
と
誘
わ
れ
、
地
元
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
入
っ
た

の
が
競
技
を
始
め
た
き
っ
か
け
で
す
。
出
身
で
あ
る
長
崎
県
の
小

学
校
で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
盛
ん
で
、
野
球
よ
り
も
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
を
や
っ
て
い
る
子
供
の
方
が
多
い
く
ら
い
で
し
た
。
た
だ
中
学

校
で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
な
く
、
野
球
部
に
入
り
ま
し
た
。

　
当
時
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
小
学
校
ま
で
、
将
来
は
プ
ロ
野
球
選

手
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
行
け
ば
高
校
で

も
野
球
部
に
入
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。
高
校
で
再
び
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

を
や
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
小
学
校
の
時
の
恩
師
に
声
を
か
け

て
頂
い
た
か
ら
で
す
。
そ
の
方
が
、
全
国
制
覇
の
実
績
が
あ
る
佐

世
保
西
高
校
の
監
督
と
知
り
合
い
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
な
ら
ば

高
校
で
の
3
年
間
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
打
ち
込
ん
で
み
る
の
も
い

い
な
と
思
っ
て
進
学
を
決
意
し
ま
し
た
。

―
―
高
校
時
代
、
思
い
出
す
の
は
惜
し
さ

　
高
校
で
は
全
国
総
体
で
の
優
勝
な
ど
も
し
ま
し
た
が
、
思
い
出

す
の
は
む
し
ろ
悔
し
さ
で
す
。

　
ま
ず
1
年
生
の
冬
、
指
を
骨
折
し
て
練
習
で
き
な
い
時
期
が
あ

り
ま
し
た
。
仕
方
な
く
毎
日
走
っ
た
り
、
下
半
身
を
強
化
す
る
な

ど
の
基
礎
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
だ
結
果
、
春
先
の
成
績
が
ぐ
ん

と
上
が
り
ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
見
れ
ば
、
怪
我
し
て
良
か
っ
た

面
も
あ
り
ま
す
。

　
高
校
1
年
の
春
の
選
抜
を
か
け
た
県
予
選
の
決
勝
も
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
先
発
す
る
も
初
回
に
5
点
を
取
ら
れ
て
コ
ー
ル
ド
負
け

を
喫
し
ま
し
た
。
自
分
と
し
て
は
十
分
に
仕
上
げ
て
き
て
、
相
手

を
抑
え
る
自
信
も
あ
っ
た
の
に
打
ち
砕
か
れ
…
。
し
か
し
今
と
な
っ

て
は
、
あ
の
試
合
で
の
シ
ョ
ッ
ク
、
悔
し
さ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

今
の
自
分
が
あ
る
の
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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◆プロフィール
小山  玲央（こやま れお）
長崎県佐世保市出身、長崎県立佐世保西高校
卒。小学生からソフトボールを始め、佐世保
西高校では全国総体で優勝を果たす。日体大
に進学し、1年生から活躍。2年生の全日本総
合選手権では史上初の大学生チームの優勝と
いう快挙を成し遂げる。男子ソフトボールの日
本代表チームにも招集され、世界選手権では
過去最高となる準優勝に大きく貢献。在学中は
全日本大学選手権（インカレ）を3連覇。最後の
年はキャプテンとしてチームを引っ張り、中止と
なったインカレの代替大会にも優勝。連覇の更
新を後輩に託し、自身は日本リーグの強豪であ
る平林金属株式会社で新たな活躍を誓う。

男子ソフトボールに
注目！

今、日本はアンダー18チームが世界大会で
優勝したこともあり、世界ランキングの一位
です。他の競技同様ソフトボール人口も少な
くなってきてはいますが、その中でも何とか
メジャーにしたいという思いで選手も含めて
頑張っています。

 ［

 ［

―
―
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
野
球
と
の
違
い

　
一
見
す
る
と
似
て
い
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
野
球
で
す
が
、
実
際

に
競
技
を
し
て
み
る
と
違
い
も
あ
り
ま
す
。
一
番
の
違
い
は
、
塁

間
の
距
離
で
す（
野
球
の
塁
間
は
2
7.
4
3
1
m
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
塁
間
は
1
8.
2
9
m
）。
塁
間
が
近
い
た
め
ボ
ー
ル
を
取
っ

て
か
ら
投
げ
る
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
が
早
く
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
か
ら

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
へ
の
距
離
も
近
い
た
め（
野
球
は
1
8.
4
4
m
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
は
男
子
が
1
4.
0
2
m
、
女
子
が
1
3.
1
1
m
）、

ボ
ー
ル
の
体
感
速
度
は
野
球
以
上
。
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
は
そ

の
特
有
の
ス
ピ
ー
ド
感
も
野
球
に
は
な
い
魅
力
で
す
。

―
―
武
器
は
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
ラ
イ
ズ
ボ
ー
ル

　
下
か
ら
浮
き
上
が
っ
て
来
る
ボ
ー
ル
を
ラ
イ
ズ
ボ
ー
ル
と
言
い
、

自
分
の
決
め
球
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ー
ル
に
上
向
き
の
回
転

を
か
け
る
こ
と
で
、
浮
き
上
が
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
投
球
で

す
。
た
だ
自
分
は
小
学
校
の
頃
は
投
げ
ら
れ
ず
、
高
校
で
も
浮
き

上
が
る
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
ま
で
に
は
、
か
な
り
の
時
間
が
か
か
り

ま
し
た
。

　
ス
ピ
ー
ド
が
出
る
の
は
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
す
。
こ
れ
ま
で
投
げ

た
中
で
最
も
速
か
っ
た
の
は
、
世
界
選
手
権
で
出
し
た
1
3
5
キ

ロ
。
こ
れ
は
世
界
最
速
の
部
類
で
す
。
そ
れ
で
も
海
外
の
強
豪
を

相
手
に
す
る
と
、
結
構
打
た
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

―
―
男
子
の
日
本
代
表
の
一
員
と
し
て

　
こ
れ
ま
で
男
子
の
ト
ッ
プ
は
、
5
位
入
賞
よ
り
上
に
行
け
な
い

「
5
位
の
壁
」
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
去
年
、
参
加
さ
せ

て
頂
い
た
世
界
選
手
権
で
は
過
去
最
高
の
準
優
勝
を
達
成
。
世
界

一
を
狙
え
る
位
置
ま
で
来
た
と
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
た
ち
と
対
戦
で
き
た
の

も
、
競
技
人
生
に
お
け
る
大
き
な
経
験
で
す
。
日
本
と
違
っ
て
海

外
の
バ
ッ
タ
ー
は
〝
打
っ
て
打
っ
て
〟
の
よ
う
な
強
攻
が
多
く
、

パ
ワ
ー
で
詰
ま
っ
て
も
い
い
所
に
持
っ
て
い
か
れ
る
怖
さ
が
あ
り
ま

す
。
ブ
ン
ブ
ン
振
り
回
し
て
く
る
相
手
に
は
、
ボ
ー
ル
の
速
さ
に

加
え
、
緩
急
や
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
付
け
る
対
応
が
必
要
で
す
。
そ

う
し
て
力
を
出
し
切
れ
ば
、
自
分
の
ボ
ー
ル
が
世
界
に
通
用
す
る

と
思
え
た
大
会
で
し
た
。
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―
―
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
日
体
大
へ

　
高
校
2
年
生
の
冬
、
当
時
の
監
督
か
ら
日
体
大

に
来
な
い
か
と
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。
自
分
と
し

て
も
卒
業
し
て
す
ぐ
に
実
業
団
チ
ー
ム
に
行
く
よ

り
、
も
っ
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
か
ら
と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
し
た
。
高
校
の
監
督
が
日
体
大
の
O
B

で
、
そ
の
実
績
も
伺
っ
て
い
た
の
で
、
大
学
で
一
番

強
い
日
体
大
に
行
こ
う
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
初

め
て
大
学
生
の
プ
レ
ー
を
見
た
時
は
、
高
校
生
と

は
違
う
ス
ピ
ー
ド
や
パ
ワ
ー
を
実
感
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
レ
ベ
ル
が
高
い
中
で
も
、
1
年
生
か
ら
大

事
な
場
面
に
起
用
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
自
信
に

な
り
ま
し
た
。

―
―
大
学
時
代
に
印
象
に
残
っ
た
試
合
は
？

　
ま
ず
1
年
生
の
イ
ン
カ
レ
決
勝
で
す
。
相
手
の

国
士
舘
大
学
は
リ
ー
グ
戦
で
も
0
点
で
押
さ
え
た

こ
と
が
な
く
、
先
発
を
任
さ
れ
た
決
勝
で
も
失
点

を
許
し
、
最
後
ま
で
投
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

同
じ
く
1
年
生
の
時
、
全
日
本
総
合
と
い
う
、
大

学
生
や
実
業
団
の
垣
根
を
超
え
て
日
本
一
を
決
め

る
大
会
の
1
回
戦
で
、
宮
崎
の
旭
化
成
と
対
戦
し

ま
し
た
。
自
分
が
4
回
ま
で
ゼ
ロ
で
抑
え
、
そ
の

後
は
継
投
で
最
終
回
の
2
ア
ウ
ト
ま
で
勝
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
そ
こ
で
同
点
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打

た
れ
、
結
局
延
長
戦
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

自
分
が
も
う
少
し
信
頼
さ
れ
る
ピ
ッ
チ
ャ
ー
だ
っ
た

ら
、
7
回
ま
で
投
げ
て
勝
て
て
い
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
れ
が
心
残
り
で
す
。

　
一
番
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
大
学
2
年
の
全
日
本

総
合
で
学
生
初
の
優
勝
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
特

に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
準
々
決
勝
の
ホ
ン
ダ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
。
相
手
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
ア

ン
ダ
ー
19
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
で
、
高
校
の
頃
か
ら

良
き
ラ
イ
バ
ル
関
係
で
切
磋
琢
磨
し
て
い
た
選
手

だ
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
し
っ
か
り
投
げ
合
い
、
投

げ
抜
い
て
勝
て
た
の
が
嬉
し
く
て
、
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。

―
―
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
っ
て
か
ら
は
？

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
多
く
の
大
会
が
中
止
に

な
る
中
、
イ
ン
カ
レ
の
代
替
大
会
を
開
催
し
て
頂

き
、
そ
こ
で
日
本
一
に
な
れ
た
の
は
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
に
く
い
状
況

で
も
日
頃
の
練
習
か
ら
周
り
を
ま
と
め
、
最
後
に

結
果
が
付
い
て
き
た
の
は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
チ
ー
ム
と
し
て
は

コ
ー
チ
の
方
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
だ
さ
り
、
い
く

つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
新
し
い
1
年
生
と
も
し
っ

か
り
会
話
や
交
流
が
で
き
、
全
員
が
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
こ
と
を
考
え
て
取
り
組
め
た
の
で
、
練
習
が

再
開
さ
れ
た
時
に
ス
ム
ー
ズ
に
気
持
ち
を
切
り
替

え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

―
―
メ
ン
タ
ル
の
強
さ
の
秘
密

　
い
い
意
味
で
自
分
は
何
も
考
え
て
い
な
い
と
い

う
か
、
他
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
だ
っ
た
ら
慌
て
た
り
不
安

に
な
る
よ
う
な
場
面
で
も
、
点
を
取
ら
れ
た
ら
取

り
返
せ
ば
い
い
と
前
向
き
に
考
え
ま
す
。
今
ま
で

練
習
で
や
っ
て
き
た
こ
と
も
自
信
に
繋
が
っ
て
い

る
の
で
、
腹
を
括
っ
て
投
げ
ら
れ
る
ん
で
す
。
そ

も
そ
も
試
合
の
出
ど
こ
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
な
の
で
、

そ
こ
が
あ
た
ふ
た
し
て
い
た
ら
周
り
に
迷
惑
が
か

か
り
ま
す
。
自
分
は
人
一
倍
強
い
メ
ン
タ
ル
を
持

た
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
そ

れ
が
ピ
ン
チ
に
負
け
な
い
気
持
ち
に
繋
が
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
―
今
後
の
抱
負
や
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
今
年
の
代
替
大
会
も
後
輩
に
は
と
て
も
助
け
ら

れ
ま
し
た
。
4
年
生
だ
け
で
優
勝
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
大
会
が
正
式
な
も
の
で

は
な
い
以
上
、
チ
ー
ム
の
目
標
で
あ
っ
た
4
連
覇

は
達
成
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
が
で
き
な

か
っ
た
4
連
覇
に
向
け
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　
私
自
身
は
卒
業
後
は
岡
山
県
の
平
林
金
属
株
式

会
社
に
入
社
し
ま
す
。
こ
こ
に
は
日
本
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
あ
り
、
練

習
環
境
も
整
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
も
う
一
度
、
自

分
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
人
生
を
1
か
ら
歩
ん
で
行
く

つ
も
り
で
す
。
そ
し
て
、
い
つ
か
全
日
本
総
合
の

決
勝
で
日
体
大
と
日
本
一
を
か
け
て
対
戦
す
る
の

が
、
今
後
の
夢
の
一
つ
で
す
。

ソ フ ト ボ ー ル 男 子

小山 玲央

負
け
な
い
気
持
ち
を
大
事
に
、

練
習
で
き
な
い
期
間
も
乗
り
越
え
た

後
輩
に
託
す
大
学
選
手
権
4
連
覇

日体魂の聖火リレー
～ 日 体 魂 を 受 け 継 ぐ 者 ～

15

Nex t  i s  u s
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Next is us　
日体魂の聖火リレー

小山玲央選手からエールをいただきました。

コロナもなかなか収まらない中、モチベー
ションを保つには目標を持つことが一番大切
です。目標がなかったら、何のために頑張っ
ているのか分からなくなってしまいます。他
人にどう思われようと、自分の目標をしっか
り持つ。そうすることで競技力やモチベーショ
ンは上がっていくと思います。
また、延期はされましたが2021年には東京
五輪が開催される予定です。一生に何回も
あることではありません。楽しむことはもちろ
ん、自分が関わる競技のトップレベルの選手
を間近で見られるチャンスです。ぜひ機会を
活かして勉強してください。

 ［

 ［
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第三管区海上保安本部と包括連携協定を締結いたしました！
令和2年11月30日（月）、横浜市中区にあります横浜海上防災基地におきまして、本学は第三管

区海上保安庁本部と包括連携協定を締結いたしました。これは、本学の保健医療学部救急医療

学科及び大学院保健医療学研究科 救急災害医療学専攻が海上保安庁第三管区海上保安本部

と両者の強みを活かして、教育・人材養成、調査研究で協力していくことを目的として締結した

ものです。大学が研究する理論と、海上保安庁が日頃業務として行っている実践が融合し、今後、

海難救助や海難事故防止、災害医療の分野において、大きな貢献に繋がることを期待されます。

当日は、締結式と併せて特殊救難隊によるヘリコプターからの吊り上げ救助訓練が実施され、

また、横浜海上防災基地の施設見学もさせていただきました。

UNIVAS CUP／UNIVAS AWARDS 2019-20受賞！

n e w s ＆ t o p i c s

大学スポーツ協会UNIVASによる表彰制

度『UNIVAS AWARDS』の記念すべき

第1回目に本学の学生が受賞されました！

このUNIVAS AWARDSとは、競技成績の

みならず、学業充実や安全安心、大学

スポーツの盛り上げ等に著しい成果をあ

げ、UNIVASの理念の体現に貢献をした

学生アスリートやスポーツに関わる学生、

OB・OG、指導者、団体を選出し、大学

スポーツ全体の活性化に繋げることを目

的としています。

本来、3月27日（金）に東京プリンスホテ

ルにて全国から参加いただき表彰式及び

懇親会を開催予定でしたが、新型コロナ

ウイルスの感染拡大の影響により、残念

ながらインターネットによる優秀賞の紹

介と最優秀賞の発表を視聴する形式に変

更されました。

そこで、本学では素晴らしい功績をあげ

られた本学の各受賞者・受賞団体に対し

て独自に表彰式を開催いたしました。

《UNIVAS CUP 2019-20受賞一覧》

総合ランキング　第2位

男女別ポイント獲得数	 男子競技部門	 第3位

男女別ポイント獲得数	 女子競技部門	 第1位

男女別競技優勝回数	 男子競技部門	 第1位

男女別競技優勝回数	 女子競技部門	 第1位

8地区別ポイント獲得数	 関東地区	 第2位

《UNIVAS AWARDS 2019-20受賞一覧》

ウーマン・オブ・ザ・イヤー（ゴルフ部　木村円さん）

パラアスリート・オブ・ザ・イヤー（陸上競技部　兎澤朋美さん）

安全確保に関する優秀取組（ラクロス部）

大会・プロモーションに関する優秀取組賞（スポーツマネジメントサークル）

サポーティングスタッフ ・オブ・ザ・イヤー（ハンドボール部　五次ほのかさん）

ゴルフをメジャースポーツにする牽引力となった人物で圧倒的な

強さと、トレードマークの金髪により「ゴールデン・ベア」 (熊) 

と称され、日本では「帝王」と呼ばれ、史上最高のゴルファー

とも称されるジャック・ニクラス（Jack Nicklaus）氏より本学ゴル

フ部に激励の手紙が届きました。

また、体育学部２年中島啓太選手

へ ｢三井住友ビザ太平洋マスター

ズ｣ での活躍が賞賛されました。

今回のメッセージは、ゴルフ部のユ

ニホームのサポートをして頂いてい

る株式会社コスギ様を通じて送られ

ました。

伝説のゴルファー【ジャック・ニクラス氏】よりゴルフ部にメッセージが届きました！
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